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1ZOLLLSCa'Lde.I,)usingsawdusts,asasubstitutefor

soils.Sawdusthashigh water･holdingcapacity,

easi一y sLLeriHzed,and itisuseful for testing

methodsofinsecticideofvariousmodes,emulsions,

gasagentsanddusts.

(2) Emulsions:die large･mouthed bottles

(500cc),containingsawdusr(50g),wereplugged

with cotton .atld sterilized. Steri1e water

(100cc)waspouredforkeepingcertainmoisture

contentandaddeditlSeCticidesofthesolutionsof

certainconcentrations,Afterthebottles were

agitatedandtampedtothesame'height,five

wirewormswereputintoeachofthem.

(3) Dusts‥aftermixingchemicaldustwith

sawdusts,sterilewaterwasaddedandthesame

manipulationswere.madeasmentioned above･

Gasagents:afterdampingandtampingsawdust

inabottleasinthecaseofemulsion,acertain

gasagentswasputby a pipetteintoallOle

previously madeatthecenteroEthebed of

sawdust;afterlevellingitssurface,testworms

wereplltin.

(4) Theseexpre,iment,werecarriedoutin

血eincubator at200,optlmum forwireworm

andlmSuitableformicroorganism,th ussterilization

ofsawdustismeaning一essatthiscondition･

(5) LD･50ofLindesincreasedinastraight

linefromthelstdaytiltthe20thafterthetreatment,
wllileonatldafterthe20dldaythesevaluesdid

notchangemuch.Thesharpdistinctionbetween

livingwormanddeadonewasseenonandafter

th占20thdayafterthetreatment･

(6) LD-500fLindesbythedippingmethod

was 1/1220 dilution･When wir.eworms were

bred in the sawdust mixed with Lindes

em111sions,iEsLD･50wasabollt1/30000dilution･
namely 1/24limeasin thecaseofdippins･

Expectingtheresidua一effectivenessofinsecticides,

thedilutedconcentration.wascnough fortile

plユrpOSe･

(7) TlleWireworms'resistivity(Lindes,at

200,onthelO山 dayafter血etreatment)in山e

soilWJLShalEasthathsawdust;itwasconsidered

thatdiereasonisduetothediminutionofsoil

water.

(8) TherankingofgasagentsefEectivenPss

agreedwith theordersofrespectivequantitiesof

e血ylenedibromideanddicllloropropeneinbot】l

cases.Atthe corkeddivisioLn thetoxicity of

dichloropene slightly exceed thatofethylene

dibromide,buttherankingoftheeffectiveness

againstwirewormsreversedattheuncorkedone･

(9) LD1500fHeptacIllorandArdrinontlle

25th･day.afterthetreatmentshowedO･0062and

0.0060grespectively:thetoxicities(cumulative

effectiveness)ofbo血 cllemicaldustsweretlle
Same.
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21.実験用イエバエ MuscadomeStlca v''clna幼虫の飼軌 こついての二三の知見 殺姐剤の

効力試験における生物学的要因の解析 節2報 上野晴久.(和歌山県荷生研究所)33.7.3受理

突験用に虫通なイエバエ幼虫の飼育条件,浸泣法を用いて効力試験をする場合の浸出処理そのもの

の彫V,爽常餌の琉糊間中の体式の変化等イエバエを用いて兆剤の効力試験をする時に生ずる 2,3

の悶斑について,実験者祭を加えた.

ま え が き

超々の殺姐剤の効力試敬として イエバエ (Musca

domesLica I,,'中 a) の幼虫はかなり広く班用きれて
おり, その飼育法については Basdenl). Hafeヱ℡),
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Moreland& Mcleodl',長沢5',北肝'等がそれぞ
れ既に報告しているが,実際に試験につかう場合には,

飼育法がちがえば効力判定の基準もちがってくるだろ

うし,同一飼育法でも,.飼育密度その他がちがえば体

易掛こ差が出来,あるいは大きさのばらつきが男ってき

たりして,薬剤に対する抵抗力もちがってくる′ことが

考えられ,なるべく体躯のそろったしかも生理的.坐

態的に鮎全な幼虫群を相当多数一時に供給することが

大切である.効力試験実施中に生ずる生物面からみた

2,3の問題については第1報6)ですでに述べたが,.

このような飼育上の問題についてはわが国でもすでに

長沢5',北砂 等がそれぞれ豆腐粕培弘 小型動物用

田型飼料培基を用いてくわしく報告している.■筆者は

1955年来京都大学化学研究所より分譲をうけた高棋

系イエバェを累代飼育して,殺虫剤の効力試験に用い

て来たが,_その間.試験に感撃を与えると思われる基

本的な生物学的因子の 2,3につい.て調査を行って来

た.これらの調査のうちには長沢,北岡の報告と重役

するものも若干含まれているが,それらについては三

者を比較しつ ,ゝ前報で報じた異常煩の検討もまじえ

て,今迄の調査結果を報告したく思う.

実験材料および方法
/

実験に用いたイエバエ幼虫は前述のごとく高槻系の

もので,成虫餌としては牛乳を脱脂綿にしめしたもの

を与え,幼虫培基としては長沢の報告した豆腐粕培基

を少し変えたものを用いた･′すなわち径9m ,深さ

12cmのガラスポットに豆腐拍100g,米粒20g,粉末

酵母2gの割合でよく混ぜたものを約 120g入れた.

産卵培基としては魚粉と米校を等良混合して,水でよ

くねったものを用㌧､,これを成虫飼育箱の中に入れて

5時間産卵させた後,とり出して24時間放田し, 脚

化した幼虫を一定数ずつ幼虫培基へ移した.なお産卵

-さす成虫の'E3令は羽化後7ない し10日のものを用い,

範令幼虫をつかうときは,幼虫培基に移してから4日

目のものを用いた.病の長さ,帽の測定にはマイクロ

ビジョン考用い,体重測定にはトーションバランスを

用いた.幼虫の水または薬剤の浸硫法については前額

に述べたとおりである.突鹸期間中は汎定その他の処

理をする時以外はすべて 280の恒温田中においた.

幼虫飼育密度と培基の滅丘定

立囚粕培基約120gを入れたガラスポットを杵屋し

た後,摺化後 24時間以内の幼虫を1ポットにつき

20,50,100,250頭ずつ移し(各 実々験 A.B,C,

D と略称する),最初の偏の認められた日に再び秤ia

して培益の減員碇をしらべた..対.qとして幼虫を入れ
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てない培姓を剛 与に拝Liした.その結果を示したのが

苅1回であるが,このlBはA.B,C,D それぞれ
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Fig･1･ Tlle reduction of 血 ebreeding

medium withtheincreaseofthedensity
ofthecommonLousefly.

3,3,4,1回の実験の平均値をとってある.この培基

の減員は主に水分の蒸発によると思われるが,幼虫の

活溌な運動により,対照に比して密度の増大とともに

相当塁の減員が生じている.しかし図で明らかなごと

く, この減塁傾向は幼虫密度の増加と直線的な比例は

せず,指数曲線的であり,密度の対数に比例するよう

に思われる.ツ-alogx+bとい}う式を立てゝa,bの

値を求めてみるとa-6･06,b-16.7･tなり.かなり

良く実測値と適合している.すなわち幼虫密度と培基

の減塁皮との間には指数曲線的な関連が認められ,幼

虫の摂食活動その他の運動は培基の水分茶発による減

量を助長するが,-｢一･定密度以上になると減畠皮がかん

まんとなってくることを示しており,最も変化の著し

いのは50-100頭の密度の所であるようである.＼

飼育密度の幼虫および緬におよぽす影響

前の実験に引き続いて行ったもので,各密度につい

て餌化したものを毎日ピンセットで取り出し,その体

長および虫大幅を測定し,さらに放置して羽化率を調

査した.幼虫樹間.航化率,羽化率を示すと第1式の

とおりである.いずれも前実験同様 3,4ないし1回

の実験の平均値を示してあるが,各実験区についてみ

ると,Aでは幼虫期間は他と変らないが,朗化率,羽
化率でB,Cにや 劣ゝり,Dは幼虫期問が他に比して
長くなっている∴また D が羽化率,痢化率が他に比

して相当試いが,これは実験回数が少ないためな/i,と

もいえない.餌の休長および体幅の測定結果は第2表

のごとくなり,A,■B,C問には長さ,幅ともあまり
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Tab一e1. Tムe】aⅣalperiod,thepefCentageSOfpupationandemergenceof血e

commonhousefly,underthedifferentlarvaldensities.

Exp･̀iD.Can?S!ialey

No. 1 hrvalperiod INo.
exp. lMean(day) S.D. Ipupae p::cff≡:el a:ouqil

Percentage
ot
emergence

Eachbreedingmeditm containsresidualproductof'tofu'100g,ricebran 20gandyeastpowder2g.

Table2. Thebodylengthandwidthofpupaeofthecommon･housefly,Pupated
underthedifferentlarvaldensities.

Body一engthofpupae l BodywidtllOfpllpae
Meall(1/10mm)J S.D. l C.Ⅴ. Mean(1/10mm )l S.D. lC.V.

差は認められないが,や 幅ゝが密度の増加と共に小さ

くなる幌向がある.Dはこれら3者に比して,体長.

幅共著しく劣っており,明らかに密度による形撃と思

われる.̀標準偏差.変異係数はそれぞれ密度との間に

一定の幌向が認められなかった.以上の結果より見る

と,CまたはB区すなわち培韮約120gについて100

または 50頭位d密度の時が段も良好な飼育条件とい

うことが出来よう.なおこれらの結果を長沢等の結果

と比較してみると,長沢の指摘したごとく,低密度お

よび高密度では中間段階のものに比して,や 発ゝ育が

劣る様に思われるが,煩の体長,幅については圧密度

による小化の幌向は認められなかった.また第2表の

測定値を長沢,北岡の結果と比較してみると,本田の

測定値は長沢の結果より著しく大きくて北岡の伯とは

等ゞしく,また標準桐差は両者の伯より小さい.これ

は長沢の用いた培基が約 55gであったのに対し,本

校では1ポット当り培基約120gであり, また豆腐粕,

米校,粉末酵母の混合割合が異なるため,蝉位重量当

りの栄養樋も異なり,この場合本報での高密度はむし

ろ長沢の場合の低密度に近くなり,Dの伯 と長沢の
60ないし 100頭の密度の拡とがは 似ゞたものとなっ

てあらわれて来たものと思われる.

･ 幼虫時の浸漬処理が蛸期に与える影響

従来薬剤の効力試験を行う際に,幼虫を適当に稀釈し

た薬液中に浸出して死亡率をしらべる浸出法がかなり

用いられ,この際に対.q試験として水が一般に用いら

れて来たが,この幼虫を浸統するという処理自体がか

なりの彫蟹を幼虫に与えるのではないかとも思われる

ので,このような処理をうけた幼虫より生じた坑につ

いて2,3の調査を行なった. 培基に移してから4日

目の3令幼虫をとり出して,◆水および 10% のリンデ

ン乳剤の 1000倍紋に1時間浸浜後.径 1cm,深さ

4cm のガラスチューブに1疏ずつ移し,処理後1日
以内に矧 こなったものと,2日目に蛸になったものと

に分け,それぞれ航路重をトーションバランスで汎定

した.対照として培韮内で矧こなったものを,ピンセ/
ットで取,tfT.し体盃を測定した.舘3表はその紙栗を示

したものである.対照区は3令幼虫の数を碇かめるこ

とが出来なかったので,蛸化率について他の区と比較

することは出来ないが,厨になったものについてみる

と,その過半数が第1日日に蛸になっているのに対し

て.水処理区,))ンデン処理区の唄で弟1日目に琉化

するもの 割ゝ合がへり,弟2日日に飼化するものが増

加してくる.なお処理後第3日目に蛸化した個射ま認

められなかった.羽化率についてみると,いずれの区

も誇1日目に煩化したもの 方ゝが羽化率が高く,また

処理区別にみると対照区,水処理区,))ンデン処理区

の頓に低くなっている.煩の体重についてみると,こ

れも羽化率と同様にどの区も茄1日目に蛸化したもの

方ゝが歪く,また処理区別でも対照区,水処理区,1)

ンデン処理区の唄に帝重くなっている.対照区より水処

理区の万が体iEが軽いということは,明らかに浸拭処

理そのものが相当体力を消耗さすことを現わしており,
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Tab一e3. Thebodyweightofpupaeatldthepercentageofemergenceofthecommon

h'ouse-fly,dippedinwaterortindaneemulsionatthC3rdinstaroHarvae.

☆0.01%･emulsionoflindane

Table4.'successivemeasurementofthemeanbodyweight(土S.D.)ofthepupae
ofthecommonhousef7ythroughthepupalperiod.I

これが更に尾を引いて羽化率の低下となって示されて

いると思われる.また弟1日目に煽化したものに対す

る第2日目に煽化したもの 体ゝ重の減少皮が,対照区

に比して水およびリンデン処理区でかなり著しいこと

は,時間的に遅く煽化するものは小さい個体が多いと

いうこと以外に,浸涜処理の彫饗として煽化が遅延き

れ,その間に幼虫の運動等による体力の消耗等の影響

が大きく現われたものと思われる.なお時間的に遅く

厩となるも'のには劣弱な鰯が多いということは,嫡捧

蛋.羽化率を比較するならば,各区を通じて一般的に

いい宿ると思われる.以上の浸渋処理の実験における

液温は水,リンデン共 270であった.

蛸期間中の体重の変化 ●

ハエ類では蛸になると共に内部で幼虫粗描の破壊と

新たに成虫組仏の生成がおこなわれるが,その間に蛸

の体重はどのような変化をするだろうふということを

調査してみた.前実験同様にして3令幼虫を培基より

とり出し,鏑になったものを1頭ずつ径 1cm,深さ
4cm のガラスチューブに移し,羽化するまで毎日1

回トーションバラン女で体重を汎定した.これと同時

に 10% .)ンデン乳剤の 1000倍紋に3令幼虫を1時

間浸出して生じた異常餌 (前期参照)についても同様

な測定を行った.･第4表はその結果を示したものであ
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るが,異常蛸については羽化したものと.しなかった

ものに分けて示した.蛸化してから5日目の年後には

一部羽化しはじめたので,5日目迄の5回の測定結果

を示してあるが,異常蛸の羽化しなかったもので'Gま6

日目迄の結果を示した.表より.体重は日を追って徐

々に減少し,また体重の減少につれて標準偏差も小と

なっているが,'異常蛸の羽化しなかったものでは,体

重の減少が激しく,他の2者と中途よりはっきり区別

されうることが桝 るゝ･しかし異常痢現 羽化したも

のでは体重の変化は対照区とあまり差は認められない.

この羽化しなかったものについてはその後も測定を続

けたが,大部分体重6ないし7mgで減少は停止し,

ほ 一ゞ定の値をとるようになった.このような桶をつ

ぶしてみると,中は完全に乾燥して空で,おそらく死

亡により水分の犀持が不可能になって,体水分が全部

蒸発してしまった残りの橿徴塁の体成分と蛸殻とだけ

の重量となったため∵定の値をとるようになったもの

と思われる.体重の減少憤向を明らかにするために,

第1日目の値を･100､とした時の日経過にともなう体重

の変化をみたのが第5表である.羽化したものでは対

照,異常琉共減少の最も激しいのは第2日日と羽化開

始の前別こあたる節5日日で,2ないし4,00/の減少を

示しているが,他の日はいずれも0.5ないし1%の減

少を示しているにすぎない.このような特徴的な体重
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Table5. Thもreductionsofthebodyweight

ofpupaeofthecommonllOuSefJyi血percent
throughthepupalperiod.

Daysalterpupation

1 2 3 4 5 6

Control

_Abnoma1-5

Abnormal-X半

100 97.2 96.2 95.493.0 -

100 97.8 97.3 96.291.9 -

100 80.7 66.5 57.850.947.8

･TtAdultemerged ･:相 Diedinpupal.period

のは少が鏑の体内で起っている生化学的,組仏学的変

化とどのような関係があるかはまだ不明である.

要 約

高槻系イエバエを用いて殺虫剤の効力試験に彫聾を

与えると思われる基礎的な生物学的因子について調査

を行ってきたが,その結果にJついて報告する.

17 幼虫の飼育培基の重きは日経過に伴なって減少し

てゆくが,幼虫の飼育密度とこの培基の減員皮と甲

問には指数曲線的関係が認められた.

2. 幼虫の飼育密度が低いと煽化率,羽化率がや 悪ゝ

くなり,密度が高くなると幼虫期間がや 長ゝくなり,

煩の大きさ長さ幅共小となる.

3. 終令幼虫を水あるいは英校等た浸流することによ

る彫哲として,嫡休重の減少,羽化率の低下が認め

られ,●また早く蛸化したもb)ゝ 万が痢化のおそいも

のに比して体重も或く,羽化率も'高かった.

4.琉期間中体重は日経過と共に徐々に減少するが,

矧 ヒ第2日日および羽化開始前日の減少が矧 と著し

い.また羽化しないものでは体重の減少が政しく,

中途で,羽化するものとはっきり区別されえた.
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h thlspaper,thewriteranalyZ:edtheseveral

ecologica一 problFmSWhen the larvae ofthe

commonhollSefly,MusLDdomesticavZc,'TZa,Were

rearedfor仙ebiologicalassayofinsecticide.T上e

resultsareasfollows;

･1. Tlletotalweightofthebreeding medillm

decreaseswithelapse6fday二Withthelncrease

ofthelarvaldensitytherateofthisreduction

incieasesexponentially.

2. Atthelowlarvaldensitythepercentagesof

ptlPationandemergencebdcome一ow,andat

thehighdensitythe一arvalperiodelongatesand

thesmallpupaeappear.

3/ T王lereductiorLOfthepupa一bodyweightatld

thelow percentageofemergenceofadultare

dbservedwhenthethird instar一arvaewere

dlppedinwaterorinsecticide.Ear一ypupated

individtnls】laVemoreheavybodyweightand

'higherpercentageofemergenceofadultthan

thelatepupatedindividuals.I

4. Duringthepupalperiod,'thepupalbody

weightdecreasesgraduallywiththee7apseof

day,butattheseconddayafterpupationand

thedaybpforeemergencethisreductionsare

remarkable.

ReactionofDialkylβ･DichloroyinylPho8Phte8andTJleirα-AIethoxyDerivAtivcSWith

Sodium PINi一ropheJIOXide.StudiesonOrganophosphort旭Compounds.III器.YlljiNAGATt,

TomooW T̂ANATiだ,Ken'ichi氏(･JIIl̂ (hstituteofAgricultllral Chemicals,To且Agricultural
Chemica一sCo.,Ltd.紫キ)ReceivedJuly5.1958,Botyu-Kogaku23,115,ノ1958.

22.Dialkylβ-.DichlorovinylPhosphatc及びその α-Atethoxy誘導体と Soditm pINitro-

Phcnoxideとの反応につし､七 有機尉 ヒ合物の研究 第3報 永江祐治 ･短辺智夫 ･小島建一′(栄

誠忠英株式会社 良薬研究所)33.7.5受理

Dialkylβ-dichlorovinylpllOSphate(IV,DDVP又はその一diethyl体)及びその α･methoxy誘

導体 (Ⅴ)に就て β-位の Clをp-nitropllenOXy基で匿換し1:場合,栄.tJて殺虫効果の増軸 ,'詔

戟partII:Botyu-KagakuI;23,89(1958)

*米Kozu,Odawara,Kanagawa-ken.
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